お問合せ窓口のご案内 

本商品についてご不明な点や 技術的なご 質問、 故障と思われるときのご 相談については、下記の 
お問い合わせ先をご利巧<ださい。 

• ホームページで調べるには 与> パーソナルオーディオ • カスタマーヴポートへ 

(http://www.sony.co.jp/support-pa/) 

本商品に関する最新サポート情報や、よくあるお問合せとその回答をご案内しています。 

• 電話- FAX でのお問い合わせは-> お客様ご相談センターへ（下記電話 • FAX 蚕 
号） 

• 本機の商品カテコ U —は[オーディオ]一[ウォークマン]です。 

• お問い合わせの際は、なのことをお知らせください。 

♦セット本体に関するご質問時： 

• 型名： D - NE 820 

• 製造（シリアル）番号：記載位置については 「 CD ウォークマンカスタマー登録のお 
願い」をご覧ください。 

• ご相談内容：でさるだけ詳しく 
• お買い上げ年月曰 

♦付属のソフトウェアに関連するご質問時： 

• ソフトウェアのバージヨン： 

• お使いのパソコン（メーカー名/型名）： 

• パソコンにインストールされている 0 S 名： 

• メモ I 」容量/八ードディスクの空を容量： 

• CD - ROM ドライブの型名/種類（州寸けまたは巧厳： 

• エラーメッセージ（エラー ><ッセージび表示された場合）： 


商 品の修理、お取扱い方法、お買物相談などの問い台わ 

• http :// www . sony . coJp / SonyDrive / 

お客様ご相談センター 

• ナビダイヤ J レ .220570-00-3311 

(全国どこからでを市内通話料でご利用いただけます） 

♦ 携帯電話- PHS でのご利用は.. 03-5448-331 1 

(ナビダイヤルびご利用でさない場含はこちらをご利用ください） 

• FAX . 04目 6-31-2 己9己 

受付時間：月〜を目:日日〜2日:日日± ■日-祝日 目:日日〜17;日日 
お電話は自動音声応答にてお受けしています。 

ソニー株式会社干 141-0001 東京都品川区化品 II 6-7-3 己 
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取扱説明書 
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ATRAC CD Walkman 

Portable 
CD player み 



A 街: £ t | 電気製品は安全のための注意事項を守 5 ないと、 
胃° |火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事頂と 
製品の取り扱いかたをおしています。 

この取巧説明書をよくお読みのラえ、 製品をま全にお使い 
<ださし、。 お読みになったあとは、いつでも見られるところ 
におず保管してください。 




◎ 2004 Sony Corporation 

























































么警告まをのために 


ソこ一製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はずべて、まちびった使いかたをずると、火災 
や感電などにより人身事故になることびあり危険です。事 
故を防ぐためにミ主意事項を必ずお守0ください。 



安全のためのま意事項を守る 


4〜7ページのミ主意事項をお読み< ださい。製品全般のま意 
事項び記載されています。 


定期的に点検ずる 


1年に一度は、 AC パワーアダプターのプラグ部とコンセ 
ントとの間にほこりびたまっていないか、故障したまま使 
巧していないか、などを点検してください。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなったり、 AC パワーアダプターなどび破 
損しているのに気づいたら、すぐにお客様ご相談センター 
またはお買い上げ店、ソニーサービス窓□に修理をご依頼 
<ださい。 


万一、異常び起さた5 


変な音•におい 
がした6、煙び 
出た5、液漏れ 
した5 



〇電源を切る。 

© AC パワーアダプターを 
コンセントか5巧く。 

©お客様ご相談センターま 
たはお買い上げ店、ソ 
ニーヴービス窓□に1彦理 
を依頼ずる。 


警告表示の意味 

取掘説明書および製品で 
は、なのよラな表示をして 
います。表示の内容をよく 
巧辭してから本文をお読み 
<ださい。 

I A 危険 1 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、火災•感電•破裂な 
どにより死 t や大けびなど 
の人身事故び生じます。 


A 警告 

この表おの注意事項を守ら 
ないと、火災•感電などに 
より死 t や大けびなど人身 
事故の原因となります。 


齡を意 1 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の家財に損害を与えたりす 
ることびあります。 


ま意を促ず記号 

/k A 

化が 感電 


行為を禁止する記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 

接触禁止 めれ手禁止 


巧為を指示ずる記号 

〇 

指示 
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この取损説明書では、 U モコンでの操作を 
主として説明しています。 


この取扱説日月書は、本体の操作を説明していま 
す。 

付属のソフトウエア SonicStage の操作につい 
ては、別冊の「ソフトウエアインストール • 操作 
ガイド」をご覧ください。 

"ウ ォーク マン"、 "WALKMAN— はへッドホンス 
テレオ商品を表すソニー株式を社の登録商標で 
す。はソー—株式を社 
の登録商標です。 
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A 警告 I 善会 


下記のを意を守5ないと • ^電* 
または大けびの原因となりまず。 


運転、歩行中の使用について 

• 自動車、オートバイなどの運転をしなびらへッドホンやイヤホン 
などを使巧した D 、細かい操作をしたり、表示画面を見ないでく 
ださい。交通事故の原因になります。 

• 車の中でお間をになるとさは、運転の巧げにならない安全な場所 
にしっかりと固定してください。 

• 歩きなが5使用するとをも、事故を防ぐため、周囲の交通や路面 
状況に充分にご注意<ださい。 



内部に水や異物を入れない。 

水や異物び入ると火災や感電の原因になります。万一、水や異物び 
入ったとさは、すぐにスイッチを切り、電源を抜を、お客様ご相談 
センターまたはお買い上げ店、ソニーサービス窓□にご相談くださ 
い。 



めれた手で AC パワーアダプターをさわ5ない。 

感電の原因になることびあります。 



本体や AC パワーアダプターを布団などでおおつ 
たげ態で使わない。 

熱がこちってケースび変形したり、火災の原因になることびありま 
す。 



雷び鳴りだした5、電源プラグに軸れなし、。 

感電の原因になります。 







A A 下記のを意をす 5 なし、と义災•感電、 
儒誓 または^1^/)も0原因となりまず。 


絶対に分解しない。 

レーヴー搭載機の場合.レープー光び目に当たると危険です。 

分解禁止 



A 警告 


A な叫下記の注意を守5ないとけた、をしたり 
/.\)ェ思|周辺の家財に損害を与えることがあります。 


大音量で長時間つづけて聞きずぎない。 

• 耳を刺激するよラな大きな音で長時間間くと、聴力に悪い影響を 
ちえることびあります。とくにへッドホンで聞くときにごを意く 
ださい。 

• へ、ソ ドホンの音量を上げすざると音び列にちれます。まわりの人 
に迷惑にな5ないよラに気をつけてください。 


0 


禁止 



はじめか5ボリュームを上ばずぎない。 

突然大さな音び出て、耳をいためることびあります。ボ U ュームは 
徐々に上げましょう。とくに、 MD 、 CD や DAT など、雑音のかない 
デジタル機器をへッドホンで間くときにはごミ主意ください。 


0 


通電中の AC パワーアダプター、巧電中の電池や製 
品に長時間軸れない。 

長時間巧膚び触れたままになっていると、低温和けどの原因となる 
ことがあります。 


0 

禁止 
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使用上のごを意 

本機の取日巧いについて 

• ディスクテープルのレンズには指を触れない。 
また、ホコ IJ びつかないよラに、 CD の出し入れ 
挡外はふたを閉じておく。 

• 落としたり、重いをのを棄せたり、強いシヨッ 
クを与えたり、圧力をかけたりしない。 CD に 
傷びついた0、本機の故障の原因となります。 

• 次のよラな場所に置かない。 

-直射日光びあたる場所や暖房器具の近くなど 
温度び非常に高いところ。 

-ダッシュボードや炎天下で窓を閉め切った自 
動車内（特に夏季)。 

-磁石やスピーカー、テレビのすぐそばなど磁 
気を帯びたところ。 

-ホコ1」の多いところ。 

-ぐらついた台の上や傾いたところ。 

■ 振動の多いところ。 

-風呂場など、湿気の多いところ。 

• ラジオやテレビの音に雑音び入るときは、本機 
の電源を切って、本機をラジオやテレビから離 
す。 

• へッドホン使用中、肌に合わないと感じたとき 
は早めに使用をやめて、医師またはお客様ご相 
談センターに相談する。 

CD の取0巧いについて 

• 再生面に手を触れないよラに持つ。 

• 紙やテープを表面に貼らない。 

• 直射日光びあたるところなど高温の場所や、炎 
天下で窓を閉め切った車の中に放置しない。 

• 本機で使用でさるのは円おディスクのみのた 
め、円形故がの特殊なお状（星型、 A — 卜型、 
カード型など）をしたディスクを使ラと、本機 
の故障の原因となります。 


電池にごいての巧全上のご 

ミち意 

液漏れ•破裂•発熱•発火 • 誤飲による大 
けげや失明を避けるため、於下のミ主意事項 
を必ずお守りください。 


電池の種類については、電池本体上の表お 
をご確認ください。種類によっては該当し 
ない注意事項わあります。 


巧電式電池 

ニ カド CNi - Cd ) 
ニッケル水素 CNi - MH ) 
U チウムイオン ( Li - ion ) 

乾電池 

アルカ1」、マンガン 


ボタン型電池 

リチウムなど 


I A 片協巧電式電池、乾電池、ボタン 
1 ^厄映 I 型電おび液漏れしたとき 

• 充電式電池、乾電池の液び漏れたとさは素手で 
液をさわらない。 

• 液が本体内部に残ることびあるため、お客様ご 
相談センターまたはソニーサービス窓□に相談 
する。 

• 液び目に入ったときは、失巧の原因になること 
びあるため、目をこすらず、すぐに水道水など 
のされいな水で巧分洗い、ただちに医師に相談 
する。 

• 液び身体や衣服についたときは、やけどやけび 
の原因になるため、すぐにをれレな水で洗い流 
し、皮膚に炎症やけびの症状びあるときには医 
師に相談する。 


6 





lA 危険 I 巧電式電池について 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 取扱説明書に記載された充電方法政外で充電し 
ない。 

•バッテ U— キヤ U ングケースび付属されている 
場合は、必ずキヤ U ングケースに入れて携帯、 
保管する。 

• 火の中に入れない。 

•シヨートさせたり、分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、保管しない。 

• 火のそばや直射日光のあたるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気のをい 
ところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけ 
ない。 

• 指定された種類の充電式電池挡外は使用しな 
い。 

• 長時間使用しないとさや、長時間 AC パワーア 
ダプターで使用するときは取りはずす。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


I A 聲化 I 巧電池、ボタン型電池 
I 山 について 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児 
の手の届かないところに保管する。 電池を軟み 
込んだときは、窒息や胃などへの障害の原因に 
なるので、ただちに医師に相談してください。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。 

• ショートさせたり、分解したり、加熱したりし 
ない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒 
に携帯、保管しない。 

• 使い切った電池は取りはずす。長時間使用しな 
いとをや、 AC パワーアダフターで使用すると 
きも取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の異なる電池 
を混ぜて使わない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

I A 雄:化 I か付けを電池ケースを 
I 一 胃° 1付属している場合 

外付け乾電池ケースわ乾電池と同様に、コイン、 

キ ー 、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯、保 

管しない。 


I A ^化 I 巧電スタンドを付属 
I 一 胃° 1している場合 

充電スタンドにコイン、キー、ネックレスなどの 
金属類を置かないでください。充電端子び金属に 
つなびると、ショートし、発熱することびありま 
す。 


を電池、ボタン型電池 
にごいて 

• 火のそばや直射日光の当たるところ、炎天下の 
車中など、高温の場所で使用、保管、放置しな 
い。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気のをい 
ところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけ 
ない。 

• 指定された種類の電池切外は使用しない。 


A ミ主思 


お願い 


使用済み充電式電池は貴重な資源です。端子（金 
属部分）にテープを貼るなどの処理をして、充電 
式電池1」サイクル協力店にご持参 < ださい。 



ATRAC CD を作って楽しをラ 

通常の音楽 CD に加えて、付属の SonicS ね ge ソフトウェアを使って作成した才 U ジナル 
の CD (ATRAC CD と呼ぶ）を再生できます。 SonicS ね ge を使うと、音楽 CD 約30枚分* 
の巧を*!枚の CD - R または CD - RW に記録できます。 

ATRAC CD に入れた音楽を聞くまでの流れは！;(下のとおりです。 


SonicS ね ge をパソコンに 
インストールする 

SonicS ね ge は、音楽 CD やインターネットかち音楽をパ 
ソコンに取り込んで、オリジナルの CD を作るソフトウエ 
アです。付属の CD - ROM からインストールしまず。 



ATRAC CD を作る 

パソコンに取り込んだ音楽から好さな曲を選ぴ、 
SonicS ね ge を使って、 CD - R / CD-RW 
ディスクに 書 さ込みます。 


ATRAC CD 


音楽 CD 
MP 3 ファイル 


募が 


インターネッ I 


CD ウォークマン（本機）で聞< 

たくさんの曲が入つたオリジナルの CD を、手軽に持ち歩 
いて楽しめまず。 


SonicStage のインストールち法や ATRAC CD の作りかたは、 
付属の「ソフトウェアインストール • 操作ガイド」をご覧ください。 

* 70日 M 巳の CD - R / CD - RW ディスクに、1枚あたり約目日分の音楽 CD 
を ATRAC 3 plus 、 48 kbps で記録したときの換算です。 
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本機で再生でをるディスクは？ 


冷音楽 CD : 

し一/ CD-DA フォ：マツ h 一つ 

CD - DA は 、 Compact Disc Diaital Audio の略で、一般音楽 CD の規格です。 



ATRAC CD ： 

SonicStage を使って ATRAC3plus* フオーマツトの音声データを記 


アトラックス U- ブラス 


録した CD-R/CD-RW ディスク** 

_ アダフティフ トランスフォーム アコースティック ディングス U- フラス _ ,___ _ 

ATRAC 3 plus は 、 Adaptive Transform Acoustic Coding 3 plus の略で、局音質 


と高圧縮を両立させた音声圧縮技術です。音声データを CD の約20分の1(ビッ 


トレートげ64 kbps のとき）に圧綱することびできまず。 


対応しているビットレートとヴンプ U ング周波数は於下のとおりです。 



ビットレート 

サンプリング周波数 

ATRAC3 

66/105/132 kbps 

44.1 kHz 

ATRACSplus 

48/64/256 kbps 

44.1 kHz 


本機では62文字まで表示でをます。 


局 MP 3 CD : 

し / SonicStagelU がのソフトウエアを使って MP3 フォーマツトの音声 
データを記録した CD-R/CD-RW ディスク** 

対応しているビツトレートとヴンプ U ング周波数は政下のとおりです。 

可変ビットレート ( VBR ) にを対応しています。 



ビットレ ーS 

サンプリング周波数 

MPEG-1 Layers 

32 - 320 kbps 

32/44.1/48 kHz 

MPEG-2 Layers 

8-160 kbps 

16/22.0 日に 3 kHz 

MPEG-2.5 Layers 

8-160 kbps 

8/11.025/12 kHz 


対応している ID 3 タグのバージョンは、 1.0/1. 1に2/2.3/2.4です。 ID 3 タグは曲名、 
アルバム名、アーティスト名などの情報を MP 3 ファイルに追加するフォーマット 
です。本機では64文字まで表示でをます。 



CD - Extra、Mix Mode CD : 

CD-DA フオーマツトと CD-ROM フオーマツトの共をしているディスク** 


再生できないときは、 「 OPTION 」 ；<ニューの中の 「 CD _ EXTRA 」 の設定（煩 *32 
ページ）を変更してください。再生でさる場合びあります。 


SonicStage を使って作成した ATRAC CD に、さらに SonicStage 政外のソフトウエア 
を使って MP 3 の音声データを混在させた場合でわ再生でをます。 

SonicStage では、音声データの種類び混在したディスクを作ることはできません。 

* ATRAC3plus はソニー株式尝社の商標です。 

** ISO 9660 Level 1に形式と Joliet 拡張形式でフオーマツト済みのディスク。 

次のぺージにつづく 9 






著作権保護技術付音楽ディスクにつ 
いて 

本製品は、コンパクトディスク （ CD ) 規格 
に準拠した音楽ディスクの再生を前提と 
して、設計されています。最近、い<つか 
のレコードを社よ0菅作権保護を目的と 
した技術び搭載された音楽ディスクび販 
売されていますげ、これらの中には CD 規 
格に準拠していないちのもあ0、本製品で 
再生でをない場合びあります。 

DualDisc にごいてのごを意 

DualDisc とは DVD 規格に準拠した面と、 
音楽専用面とを組み合わせた新しい両面 
ディスクです。なお、この音楽専巧面はコ 
ンパクトディスク （ CD ) 規格には準拠し 
ていないため、本製品での再生はな証いた 
しません。 

音楽 CD と ATRAC CD / MP 3 CD 

のファイル構造の違いについて 

ATRAC CD と MP 3 CD は、「グループ」 

と「ファイル」から成り立ちます。 
「ファイル」は音楽 CD の「巧」に相当し、 
「グループ」はファイルを束ねたもので音 
楽 CD の「アルバム」に相当します。 

本機では、 MP 3 CD のフオルダも「グルー 
プ」と認識し、同じ操作で使巧できます。 

使用でをるグループ数とファイル数 

•最大グループ数： 256 
•最大ファイル数： 999 

ATRAC CD や MP 3 CD の再をに 

ごいて 

ATRAC CD では、 SonicS ね ge で選んだ 
巧順に再生されます。 

MP 3 CD では、書き込みのち法によって 
再生の順番び異なる場合びあ0ます。再生 
する MP 3 ファイルの順番を記載した「プ 
レイ U スト」ち再生でをます。ち記 MP 3 
CD の例では、®から③の順にファイル 
が再生されます。 



(使用できる最大デイレクトリ階層：8階層） 


ごを意 


• ATRACSplus と MP 3 ファイルび混在した 
ディスクでは、 ATRACSplus ファイルを優先 
して再生します。 

• ディスクや記録に使用したレコーダーの状態に 
よっては再生できない場合びあります。 

• ATRAC 3 plus / MP 3 の記録されているディス 
クには、それな外のフォーマットのファイルや 
不要なフォルダを書き込まないで<ださい。 

ATRAC CD にごし、て 

• ATRACSplus ファイルを書き込んだディスク 
は、パソコンのドライプでは再生できません。 

MP3 CD にごし VC 

• MP 3 ファイルには、 rmp 3 J の化張テを付けて 
ください。ただし、 MP 3 政外のファイルに 
「 mp 3」の拡張テを付けると、そのファイルは 
正しく認識されません。 

• MP 3 ファイルに圧縮するとを、圧縮ソフトの設 
定は「44.1 kHz 丄「128 kbps 」 の「固定」を推 
契しまず。 

• 最大容量まで記録する場合は、書き込みソフト 
で「追記禁止」の設定をしてください。 

• 未使用の CD - R / CD - RW ディスクに最大容量 
まで1回で記録する場合は、書き込みソフトで 
「Disc at Once 」 の設定をしてください。 
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準備 


付属品を確かめる 


•AC パワーアダプター 



•充電スタンド •ヘッドホン 



• 外付け乾電池 • 充電式電池 

ケース （充電池） 


零^勺 


•バッテリー •キヤ U ング ポーチ 

キヤリングケース 



• CD-ROM ( SonicStage ) 

CD フレーヤー（本機を含む）で再生しないで 
くださし、。 



• 取扱説明書（本書） 

•ソフトウェアインストール■操作ガイド 
•保証書 

• ソこ一ご相談窓□のご案内 


へッ ドホンをリモコンにごなぐには 

へッドホンのプラグを U 亡コンにしっか 
0差し込んで<ださい。 




備 


y モコンク y ップの使いかた 

クリップの向きを変えることびでをます。 
下記のよラにクリップを回転させてくだ 
さい。また、巧名などの表示ち向を逆転さ 
せることびできます（@*3日、32ページ)。 



本機を巧かへお持ちになるとまは 

付属の AC パワーアダプターは、 AC 100 V 
〜 240 V 、 日 0/60 HZ の範囲で使用できます。 
使用する地域の電圧や電源コンセント形 
状などは旅行代理店などで確かめて < だ 
さい。 

使用する地域の電源コンセント形状げ付 
属の AC ノ（ワー アダプターのプラグ形状と 
異なる場合は、 AC プラグ変換アダプター 
を別途お買い求めください。 
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さ部の名前 


本巧 



の充電スタンド端テ（廣14ぺージ） 

回 W ィ /►►! ボタン（皆2日ぺージ） 

回本体： 子— 

■(停止 ）/ CHG ( Charge ) ボタン 

(皆1日、2日ページ） 

U モコン： 

■(停止）ボタン 

(皆20、28、29、31ぺージ） 

団 wiC 再生/一時停止）*ボタン 
(皆19-21、23、 25-28 ぺージ） 

固 HOLD スイッチ（本体は裏面） 

(承21ぺージ） 

固 0 PR ( Operation ) ランプ（原*14、15、 
17、19、21ページ） 

团〇戶 EN つまみ（承14、19ぺージ） 

图己（グループ） +/- ボタン 
(皆2日ぺージ） 

回本体： 

V 0 L + /- ボタン（磨 " I 目ページ） 

U モコン： 

V 0 L ( Volume ) +/- つまみ 
(承19、26、27ぺージ） 

画り(会ぶ力だホン )/ line out 
( OPTICAL ) ジャック 
(皆19、33ぺージ） 

回 DC IN 3 V ジャック（度15、17ぺージ） 
画 EXT BAIT ジャック（廣16ぺージ） 

回オペ レーシヨ ンダイヤル（廣20、21、 
25-27、30ページ） 

回 SEARCH ボタン（原 ■21 ぺージ） 

固ファンクシヨンボタン（原*22、23、26、 
27、30ぺージ） 

圆ファンクシヨンダイヤル（磨*22、23、 
26、27、30ぺージ） 

回ク U ップ（廣11ぺージ） 

* 凸点（突起）び付いています。操作の目印とし 
て使ってください。 
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y モコン表示窓 



画ディスク表示(:@19ぺージ） 

画巧番表示/オートランキング再生表示（宙 "22-24 ページ) 
國文字情報表示部（@22ページ） 

图再生モード表示（が 24-26 ページ） 

國サウンド表示(:@27ぺージ） 

國電池残量表示（@14、16ぺージ） 

図グループ表示（皮"24、25ぺージ） 

画プレイ U スト表示（が24、25ぺージ） 

國ブックマーク表示（宙"24、25ぺージ） 
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電池を巧電ずる 

(巧電式電池） 

初めて使ラとさや電池び消耗したとさは、 
充電式電池（充電池）を充電して < ださい。 
充電池は消耗しきってから（表示窓に「1_〇 
臣 att 」 び出る）充電すると、長持ちします。 
付属の充電スタンドは本磯専巧のため、他 
機は充電でをません。 

1 OPEN つまみをスライドさせてふた 
を開ける。 




3 巧電池 NH -14 WM (付属）を電池入 
れの©の表をに合わせて入れ、電池ぶ 
たと本体のふたを「カチッ」と音びす 
るまで閉める。 



4 AC パワーアダプターを付属の巧電ス 
タンドにつなぞ、▼と ▲ を合わせて本 
体を巧電スタンドに差し込む。 

本体の OPR ランプび点滅した後、点 
'なします。 

U モコン接続時は、 U モコン表示窓に 
l " Charging 」 げ点滅し、も流れる 
よラに点巧します。 



OPR ランプと 「 Charging 」 び消えた 
6、充電終了です。 


ごを意 


• 充電池 NH — 14 WM (付属）な外は充電しない 
で < ださい。 

• 充電中に ► ii ボタンを押すと、充電び止まって 
再生び始ま0ます。 

• 再生中に、本体を充電スタンドに置< と、再生 
び止まって充電び始まります。 

• 充電中は本体や巧電池び熱くなりますび、危険 
はありません。 

• 充電スタンドの端テの長さび異な0ますび、故 
障ではありません。 
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• 本体を充電スタンドに置くときは、充電スタン 
ドの端テと本体の端テをしっか0合わせ 、 OPR 
ランフび点打ずるのを確認してください。しっ 
かり合っていないと充電または再生びできませ 
Aj 。 

• 長期間使用しないときは、本体から巧電池を取 
り出してください。 

巧電スタンドを使わないで巧電ずる 
とまは 


■/CHG ボタン 



コンセントへ 


1 AC パワーアダプターをつなぐ。 

2 i/CHG ボタンを押ず。 

充電び始まります。 


巧電池を取0出すとまは 

充電池の©側を押す。 



巧電池の持続時間と電池交換のめや 
ずにごいて 

電池の^[寺性として、初めて充電するとさや 
長期間使巧しなかったときは、充電しても 
持続時間が通常より短いことびありまず。 
その場合は、 OPR ランプび消えるまで充 
電後、充電池び消耗しをる（表示窓に 「Lo 
BattJ び出る）まで使い、これを何度か繰 
0返すと通常の状態に戻ります。それでも 
なお、常温で使える時間の半分位で電池げ 
なくなるときは、新しい充電池と交換して 
<ださい。 

巧電池の巧案について 

鎮 

Ni-MH 

こッケル水素電池は U サイクルでをます。 
不票になったこッケル水素電池は、金属部 
にセ□ノ \ン テープな どの絶縁 テープを 
貼って U サイクル協力店へお持ちくださ 
い。 

充電池の回収 ■ U サイクルおよび U ヴイク 
ル協力店については、有限責任中間法人 
JBRC のホームページを参照してくださ 
い。 

URL ： http :// www . jbrc . net / hp / 
contents / index.html 


夕のページにつづく 
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乾電池で® 5 とまは 

本体内の充電池と一緒に、外付け乾電池 
ケースを取り付けて乾電池も使ラと、より 
長い時間再生でさます。 

AC パワーアダプターをはずしてから、外 
付け乾電池ケースをつなざます。 

本体内の充電池と外付け乾電池ケース内 
の乾電池は同時に消耗します。 

充電池と乾電池を台わせて使う場合は、充 
電池は充電し、乾電池は新しい電池をお使 
いください。 


1 下の給のよラに PUSj"! ボタンの下の 
線をあわせてか!5、 PUSH ボタンを巧 
して乾電池入れを引を出ず。 



2 単3お （LR6) アルカリ乾電池1本を 
乾電池入れの®の表示に合わせて入 
れる。乾電池入れを巧し込んで、 
LOCK を矢印ち向へ回ず。 



3 が付け乾電池ケースを本体につなぐ。 



電池残量を確認する 

表/ J 、 窓に政下のよつに表■*」、されます 0 黒い 
目盛0びかなくなるほど、残量げ減ってい 
ます。 

口"'イ ー 一 i f の; 一 q _ 41 —*■ 

► TLo BattJ * 

* 「ピ ー 」といラ音びします。 

電池び消耗しをったら、充電池は充電し、 
乾電池は交換して<ださい。 

•残量表示は目安です。1つの目盛りび4分の1 
を示しているわけではあ0ません。 

• 動作状況によ0、残量表示は増減しまず。 
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電池の使用可能時間" 


NH -14 WM 1 本使用時（約 5 時間充電 23) 


ジーフ□テクシヨン 

G-PROTECTION 


設定「1」 

設定に」 

音楽 CD 

約18時間 

約17時間 

ATRAC CD ]) 

約4日時間 

約40時間 

MP 3 じが） 

約22時間 

約22時間 


が付け乾電池ケースヴルカリ乾電池1本の) 
使用時 


G-PROTECTION 



設定「1」 

設定じ」 

音楽 CD 

約3日時間 

約27時間 

ATRAC じが 

約6日時間 

約60時間 

MP 3 じが） 

約33時間 

約33時間 


NH -14 WM 1 本 + 列■付け乾電池ケース 

ヴルカリ乾電池 1 本叫使用時 


G-PROTECTION 


設定「1」 

設定に」 

音楽 CD 

約48時間 

約44時間 

ATRAC じが 

約1日日時間 

約100時間 

MP 3 じが） 

約己5時間 

約己5時間 


1) 電子情報技術産業協を ( JEITA ) の測定方法 
に基づいています。 

「POWER SAVE 」 をに」に設定し（吸31 
ページ)、本体を水平に置いて振動のない状態 
で再生した場合の目安です。再生時間は使用 
状況によって変わります。 

2) 充電時間は巧電池の使用状態によ0異なりま 
す。 

3) 48 kbps で記録された CD の場合。 

4) 128 kbps で記録された CD の場合。 

5) 日本製ソニーアルカ U 乾電池 LR 6 ( SG ) で 
測定。 


AC パワーアダプターで®5 
とまは 

電池を使わずに 、 AC パワーアダプターを 
つないで使えます。 準 

備 



3 V へ ^ 


AC パワーアダプター 


コンセントへ 

1 AC パワーアダプターをつなぐ。 

次のページにつづ<=£^ 
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AC パワーアダプターについてのご 
注意 

•本機を長期間使用しないときは、すべて 
の電源をはずしておいて<ださい。 


•付属の AC パワーアダプターを使って 
<ださい。 他の AC パワーアダプターを 
使うと、故障の原因となることびありま 
す。 



極性統一おプラグ 
(J 曰 TA 規格） 


• AC パワーアダプターは手び容易に届< 
電源コンセントに接続し、異常び生じた 
場含はコンセントか6速やかに抜いて 
<ださい。 


• AC ノ くワーアダプターを本棚や組み込み 
キャビネットなどの狭い場所に設置し 
ないで < ださい。 

• 火災や感電の危険を避けるために 、 AC 
ノ くワー アダプターを水のかかる場所や 
湿気のある場所では使わないでくださ 
し)。また 、 AC パワー アダプターの上に 
花瓶などの水の入ったちのを置かない 
で < ださい。 
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再生 


再生ずる 

1 OPEN つまみをスライドさせてふた 
を開ける。 

あらかじめ U モコン付をへッドホンを 
本体につないでおをます。 



2 CD を入れ、ふたを閱める。 



OPR ランプびホ、緑、オレンジに繰り 
返し点なします。 

3 リモコンのボタンを巧ず。 

表示窓の養;（ディスク）び動画に 
変わり、再生び始まります。 

OPR ランプは再生する巧のフオー 
マット（煩 *9 ぺージ）によって色び変 
わります。 

音楽 CD はホ、 ATRACSplus は緑、 
MP 3 はオレンジに点巧します。 



►II ポタン 


4 リモコンの VOL + / —つまみを回して 
音量を調節ずる。 



VOL + / — つまみ 


本体で操作するとをは 

CD を入れ、^11ボタンを押す 。 VOL + ま 
たはーボタンを巧して音量を調整する。 5 



I wi ポタン 
VOL + / — ポタン 


CD を取0出ずには 

中むの黒い部分を押さえなびら、端の方か 
らつまみあげる。 



巧のページにつづ 
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再生の畳本操作一 覽 （ 再を、停止、頭出し) 


U モコン 



こんなとさは 

リモコン操作。 （） 内は本体操作。 

再生 

1曲目から再生する 

停止中に、再生び始まるまで>11ボタンを押したままにする。 

(停止中に、再生び始まるまで^11ボタンを押したままにする。） 

厚止 

一時停止する/一時停止 
を解除する 

► II ボタンを押す。 

(►11ボタンを押す。） 


再生を止める 

■ボタンを押す。 

(■/ CHG ボタンを押す。） 

頭出し 

今聞いている巧を頭出 
しする" 

オペレーションダイヤルを W ィ方向へ1度動かす。 

( W ィボタンを1度押す。） 


前の曲、さ6に前の曲 
を頭出しする 1 2 3 > 

オペレーションダイヤルを W 方向へ繰り返し動かす。 

( W ィボタンを繰り返し押す。） 


次の曲を頭出しする 1 > 

オペレーションダイヤルを w 方向へ1度動かす。 

(► W ボタンを1度押す。） 


さらに先の曲を頭出し 
ずる" 

オペレーションダイヤルを w 方向へ繰り返し動かす。 

(► W ボタンを繰り返し押す。） 


早戻しする 1 

オペレーションダイヤルを W ィ方向へ動かしたままにする。 

( w ィボタンを押したままにする。） 


早送りする 1)3) 

オペレーションダイヤルを w 方向へ動かしたままにする。 

(► W ボタンを押したままにする。） 


グループを送る3 

オペレーションダイヤルを-^方向へ押したまま、♦己ち向へ繰 
り返し動かす。（亡|+ボタンを繰り返し押す。） 


グループを戻す 23 

オペレーションダイヤルを-^方向へ押したまま、♦己ち向へ繰 
り返し動かす。（己ーボタンを繰り返し押す。） 


1) 再生中または一時停止中のみ操作できます。 

2) 音楽 CD 政外の CD を再生中のみ操作できます。 

3) パケットライトされた MP 3 再生では操作できません。 
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誤操作を防ぐ （ HOLD 機能） 

持ち運び中などに誤って操作ボタンが押 
され、誤操作するのを防ぎます。本体の 
HOLD 機能げ働いているときは、操作し 
てを OPR ランプが点滅して、操作げ無効 
になります。 


1 リモコンまたは本体裏面の HOLD ス 
イッチを矢印のち向にスライドずる。 

リモコンと本体別々に、誤操作防止状 
態 ( HOLD ) にできます。例えば、本体 
を HOLD にしてち、 U モコンを 
HOLD にしなければ、リモコンで操作 
でをます。 



HOLD を解除するには 

U モコンまたは本体の HOLD スイッチを 
矢印と反対の方向にスライドする。 

HOLD び働いていても、 U モコンの表示窓に 
「 HOLD 」 とは表示されません。 


曲を探して再生ずる 


—覽か5探す （List View ) 

巧の フォーマット、グループ名、曲名な ど 
の一覧を確認しなびら巧を探せます 



1 SEARCH ボタンを1回巧ず。 


2 VOL +/—つまみでグループを選び、 
►II ボタンを巧して決定ずる。 

MP 3 CD などで、階層を移動してグ 
ループを 選ぶ場合は、 オペレーション 
ダイヤ J レを W ◄または方向へ動 
かします。 

3 VOL +/ — つまみで ffl を選び、 WI ボ 
タンを}甲して決定する。 

選んだ曲の再生び始まります。 

1つ前の画面に戻るには 

オペレーションダイヤルを M ィち 向へ動 
かす。または、オペレーションダイヤルを 
方向へ押したまま、♦己ち向へ動かす。 


操作を透中でやめるには 

■ボタンを押す。 
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表示窓で情報を見る 


U 亡コンの表示窓で、 CD の詳しい情報を 
確認でをます。 

ID 3 タグ入りの MP 3 CD では、 ID 3 タグ 
の情報び表示されます （ ID 3 タグ情報びな 
いときは、ファイル名またはグループ名） 
(が9ぺージ）。 


ごを意 


• 付属の U モコンで表示できる文字は、半角英数 
字のみです。 

• ファイルを再生する前に、本機は CD に記録さ 
れているファイルとグループまたはフオルダの 
全情報を読み込み、 「 Reading 」 と表示されま 
す。 CD の内容によっては、読み込みに時間び 
かかる場合びあります。 

• グループに属さないファイルはグループ名び 
「 MP 3 ROOT 」 と表示されます。 


リモコン表示窓で確認ずるときは 



線を合わせる 
フアンクシヨンボタン 

フアンクシヨン ダイヤル 


U 亡コンのフアンクシヨンダイヤルを 
DSPL / MENU に合わせ、フアンクシヨン 
ボタンを繰り返し押す。 


音楽 CD の場台 



1) CD - TEXT など文字情報び入っている場合、 
表示されます。 

2) ビットレ ー K ヴンプ U ング周波数。 V 巳 R (巧 
変ビットレート）で作成された MP 3 ファイ 
ルを再生しているときは、ビットレート部分 
に rVBR 」 と表示されます。曲の途中から表 
示される場合おありまず。 
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再生方法 (PLAY 
MODE ) を'変える 


好をな巧だけを聞いたり、順番を並べかえ 
て聞 < ことびでをます。 

再生ち法 （PLAY MODE ) について詳しく 
は、承24ページをご覧ください。 

また、選んだ再生方法を繰0返して聞< こ 
ともできます（リピート再生、煩 *26 ペー 
ジ)。 



線を合わせる 
フアンクシヨンボタン 

フアンクシヨン ダイヤル 


1 再生中に、リモコンのフアンクシヨン 
ダイヤルを P MODE /。 こ合わせ、 
フアンクシヨンボタンを繰り返し巧し 
て再生ち法を選ぶ。 

選んだ再生方法び表示窓に点なまたは 
点滅します。点滅している場合は、 
ボタンを押します。 

' igo ' GC } 0 l ：25 w 


ほ常再をに戻るには 

U モコンのフアンクシヨンダイヤルを 
P MODE / ciCSbtt 、再生方法の表示び 
消えるまで、フアンクシヨンボタンを繰り 
返し巧す。 


巧のぺージにつづ< 




再を方法 (PLAY MODE ) —覧 


リモコンの 表示 

説明 

表 71 ^なし 
(通萬再生） 

CD に録音されている全曲を、曲蚕順に1回再生します。 

ATRAC CD / MP 3 CD の場をは、 「 OPTION 」 メニューの 「PLAY 
ORDER 」 の設定によって、再生順び異なります。 

亡： 

(グループ再生） 

選んだグループに含まれる全曲または全グループを再生します 
(ATRAC CD / MP 3 CD の助（吸2日べージ)。 

1 

(1 巧再生） 

現在再生中の曲だけを1回再生します。 

SHUF 

(シャッフル再生） 

CD に録音されている全曲を、順不同に1回再生します。 

己 SHUF 

(グループシャッフル再生） 

選んだグループの全曲を、順不同に1回再生します （ATRAC CD / 
MP 3 CD のみ）（皆2己ぺージ)。 

矣 

(ブックマーク再生） 

聞きたい曲にプックマーク（しおり）を付けて、その曲だけを再生 
します。プックマークを付けた順番には関係なく、曲まのルさいほ 
うから再生び始まります（承2己べージ)。 

岛 

( m 3 u プレイ U スト再生） 

選んだ m 3 u プレイ U スト A の曲を再生します （ K / IP 3 CD のみ） 

(が2日ぺージ）。 

a 日日 

(オートランキング再生） 

再生中の CD のよく聞く曲を本機び自動的に記憶して、10位から 
順に 1 位まで再生します。 

a 日日 SHUF 

(オートランクシャッフル再生） 

本機び自動脚こ記憶したよく聞く曲最大32曲を順不同に再生しま 
す。 

PGM 

(プ□グラム再生） 

最大64曲まで、好きな曲順に並べ換えて再生します（原26ぺ一 
ジ)。 

INTRO 

(イント□再生） 

再生中の巧に続く曲の最初の約10秒を1回再生します。イントロ 
再生中にリモコンのファンクシヨンダイヤルを P MODE / cf ： に合 
わせ、ファンクシヨンボタンを押すと、その曲を終わりまで再生し 
ます。 


* m 3 u プレイ U ストは、再生する MP 3 ファイルの順番をあらかじめ記載したファイルのことです。 m 3 u 
フオーマツト対応のエンコードソフトウェアで CD - R / CD - RW を作成したときに使用できます。フアイ 
ル名で並べたリストの先頭の8つまで扱えます。 
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グループを再生する 


1 r 再生ちま (PLAY MOD 曰ををえる J 
(@23ぺージ）の手順1で、「己」また 
は「己 SHUFJ を選ぶ„ 


2 VOL + /- つまみを回してグループを 

巧 S ■>« 

度ふ。 

MP 3 CD などで、階層を移動してグ 
ループを選ぶ場合は、オペレーシヨン 
ダイヤルをまたは方向へ動 
かし、階層内でグループを選ぶ場合は、 
VOL + /一つまみを回します。 

3 >11 ボタンを2秒な上巧して決定ずる。 

選んだグループに含まれるすべての巧 
の再生び始まります。 

グループの中に巧び入っていない場合、 
「 Invalid 」 と表示されます。 

聞をたい巧だけ再生する 

(ブックマーク再を） 


1 ブックマーク （ しおり）を付けたい曲 
の再生中に、少（ブックマーク）びゆつ 
<り点滅ずるまでリモコンのボタ 
ンを巧したままにずる。 


2 複数の®にブックマークを付けたいと 
きは、手順1を繰り返す。 

音楽 CD は10枚まで （1 枚につを最大 
99巧 )、 ATRAC CD と MP 3 CD は5 
枚まで （1 枚につき最大999巧）ブッ 
クマークを 付け5れます。 


3 「再生ち法 (PLAY MODE ) を変える J 
の手順1(煩 *23 ページ）で少（ブッ 
クマーク）を選ぶ。 

4 wi ボタンを巧してミ夫定ずる。 

ブックマークを消ずには 

ブックマークを付けた巧の再生中に、び 
消えるまで、 U モコンの ►» ボタンを押し g 
たままにする。 牛 


ごま意 


•11 枚な上 （ATRAC CD / MP 3 CD の場合、6枚 
じし L ) の CD にブックマークを付けよラとする 
と、すでにブックマークび付いている CD のラ 
ちで、最初に再生した CD のプックマークから 
消えていさまず。 

• 電源をすべて外したときと、「1_〇目がりび表示 
される充電池を充電しないまま使ったときは、 
登録されていたすベてのプックマークび消えま 
す。 


選んだプレイリストの曲を再 

をする ( m 3 u プレイリスト再を） 


1 「再生方法 (PLAY MODE ) を変える J 
の手順1(磨 *23 ぺージ）で® (プレ 
イリスト）を選ぶ。 


2 リモコンのオペ レーシヨ ンダイヤルを 
または方向へ動かしてリス 
卜を選ぶ。 


3 ボタンを巧してミ夫定ずる。 

次のページにつづ<=£^ 
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巧をな巧順で再生する 

(プ□グラム再を） 


1 停止中に、リモコンのファンクシヨン 
ダイヤルを P MODE / S に合わせ、 
「 PGMJ び点滅ずるまでファンクシヨ 
ンボタンを繰り返し押ず。 

Your H . で: 

— r - r - 

再生順ファイルちまたは巧名 

2 VOL + /- つまみを回して曲を選び、 
再生順の表示び変わるまで>11ボタン 
を巧したままにしてミ夫定ずる。 

ATRAC CD / MP 3 CD では、オペレー 
シ ヨ ンダイヤルを-^ち向へ押した 
まま*己または♦己ち向へ動かして、 
別のグループの巧を選べます。 

3 手順 2 を繰り返して好きな順に曲を選 
ぶ。 

目4巧まで設定でをます。目4曲を選ぶ 
と、最初に選んだ巧番（音楽 CD ) また 
はファイル名 (ATRAC CD / MP 3 
CD ) が表示されます。目日な！; Lb 選ぶ 
と、最初に選んだ巧から順に消えてい 
をます。 

4 ►ii ボタンを押ず。 

選んだ順に再生び始ま D ます。 


選んだ曲順を確認するには 

1 停止中に、 U モコンのファンクシヨン 
ダイヤルを P MODE / 毎に合わせ、 
「 PGM 」 び点減するまでファンクシヨ 
ンボタンを繰り返し押す。 「 PGM 」 び 
点減したら、 U モコンのボタンを表 
示び変わるまで押したままにする。 

2 U モコンの ^11 ボタンを表示げ変わる 
まで押す。押すたびに、再生順に巧げ表 
示されます。 

操作を透中でやめるには 

■ボタンを押す。 

繰 D 返し聞< (リピート再を） 


1 リモコンのファンクシヨンダイヤルを 
P MODE / 毎に合わせ、ファンクシヨ 
ンボタンを繰り返し押して繰り返した 
い再生方法を選ぶ （ c ^24 ページ)。 


2毎（リピ—卜）び点口ずるまで、ファ 
ンクシヨンボタンを巧したままにず 
る。 

選んだ再生ち法が繰り返されます。 

おちの再をに戻すには 

U 亡コンのファンクシヨンダイヤルを 
P MODE /«^ に合わせ、みが消えるまで 
ファンクシヨンボタンを押す。 
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音質ををえる 

設定項目と内容について詳しくは、承29 
ページをご覧ください。 

巧みの音質で選ぶ 

「 EQUALIZER」、「CLEAR 目 ASS 」 の2つ 
の設定び巧能です。両方設定すると、好み 
の音質でよ0重低音び楽しめます。 

1 リモコンのフアンクシヨンダイヤルを 

SOUND に含わせる。 

2 フアンクシヨンボタンを繰り返し巧し 
て、 「 EQUALIZER 」 または 
「 CLEARBASSJ を表示させる。 

3 wi ボタンを巧してミ夫定ずる。 

4 オペ レーシヨ ンダイヤルを W ィまた 
はち向へ動かして、好みの音質を 

巧 S ザ 

度ふ。 


5 ポタンを巧してミ夫定ずる。 


好みの音質に細か<設定す 
る （ CUSTOM ) 

表示窓で波の高さと位置を見なびら、音域 

ごとにさ5に細かく音質を設定でをます。 

1 リモコンのファンクシヨンダイヤルを 
SOUND に合わせ、ファンクシヨンボ 
タンを繰り返し巧して 
「 EQUALIZER 」 を表/予させ、ボタ 再 
ンを巧ず。 を 

2 オペ レーシヨ ンダイヤルを W ィまた 
はち向へ繰り返し動かして 
「 CUSTOMJ を選び、 ► H ボタンを巧 
す。 



3 調整したい音域び表示されるまでオペ 
レーシヨンダイヤルを W ィまたは w 
方向へ2秒切上動かしたままにずる。 

初めに 「 Low 」 び表示されます。 

3つの音域（借音域の 「 Low 」、 中音域 
の 「 Mid 」、 高音域の 「 Hi 」） びあります。 

4 オペ レーシヨ ンダイヤルを W ィまた 
はち向へ繰り返し動かして音域を 
選ぶ。 

各音域にはさらに3段階あります。 

嘗な％| Mid -- …… S 助册[ 

音域 

5 VOL + /- つまみを繰り返し回して音 
声レベルを選ぶ。 

7段階で調節でをます。 


音声レベル 



次のぺージにつづく 
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6 手順 3 〜 5 を繰り返して残りの音域の 
設定を行ラ。 

7 >11ボタンを巧ず。 


1〇前の画面に戻るには 

U 亡つンの■ボタンを押す。 

透中で設定をやめるには 
U 亡コンの■ボタンを2秒攻上押したま 
まにする。 



• 設定によって、音量を大さ < したときに音び歪 
む場合は、音量を下げてください。 

•「CUSTOM」 を選んだときとそれ政列の音質 
で音量び変わったように感じる場合は、音量を 
調節して < ださい。 
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SOUND 頃目一覽 

1つ前の状態に戻るには U モコンの■ボタンを押します。設定を途中でやめるには U モコ 
ンの■ボタンを2砂じ(上押したままにします。 

項目 

設定内容（♦:お買い上げ時の設定） 

EQUALIZER 

• OFF 

通常の音質。 


SOFT 

中域を強調したヴォーカルなどに適した音質。 


ACTIVE 

低域と高域を強調したメ U " U のある音質。 


HEAVY 

低域と高域をさらに強調した迫力のある音質。 


CUSTOM 

自分で設定した音質（設定ちまはが27ページ)。 

CLEARBASS 

• OFF 

通常の音質。 


BASS 1 

低域を強調した音質。 


BASS 2 

BASS 1よりあ域を強調した音質。 


BASS 3 

BASS 2より低域を強調した音質。 


重 


ごま意 


rcLEAR 巳 ASS」 設定をした媛に 「EQUALIZER」 設定を変更すると、 「EQUALIZER」 設定び優先され 
ます。 「EQUALIZER」 設定と rcLEARBASS」 設定の両方を設定する場合は、 「EQUALIZER」 設定を先 
に巧ってください。 
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設定ををえる 

設定項目と内容について詳しくは、 
「 OPTION 項目一覧」（煩 *31 ぺージ）をご 
覧ください。 


いろいろな機能の設定をする 


メこューを表示する言語や再生順などの 
設定を変えることびでをます。 


1 リモコンのフアンクシヨンダイヤルを 

DSPL / MENU に合わせ、表示び点滅 
ずるまでフアンクシヨンボタンを巧し 
たままにずる。 


2 オペ レーシヨ ンダイヤルを M ィまた 
は W 方向へ動かして設定したい項目 
を選び、 WI ボタンを}甲して決定する。 

營 ' S おお ; 


3 オペ レーシヨ ンダイヤルを M ィまた 
は W 方向へ動かして設定巧容を選 
び、 Wl ボタンを巧して決定する。 

「 LANGUAGE 」 または 「PLAY 
ORDER 」 を設定する場合は、手順 3 
を繰り返します。 
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OPTION 頃目一覽 


1つ前の状態に戻るには U モコンの■ボタンを押します。設定を途中でやめるには U モコ 
ンの■ボタンを2砂じ(上押したままにします。 

項目 設定内容（♦:お買い上げ時の設定） 

LANGUAGE MENU » ENGLISH メニューや警告表示の言語を選べます。 

FRENCH 

GERMAN 

ITALIAN 

PORTUGUESE 

RUSSIAN 


SPANISH 



TEXT 。 

• AUTO CD-TEXT、IDS タグ、ファイル/グループ名の 

ENGLISH 言語を選べます。 

FRENCH 

GERMAN 

ITALIAN 

PORTUGUESE 

RUSSIAN 

SPANISH 

G-PRO 2) 

♦ 1 

音飛びを抑えなびら、 CD 本来の高音質で再生します。 

(音飛び防止） 

2 

さらに音飛びに強くなります。 

胤 S 3> 

♦ OFF 

音量の制限無しで、操作に合わせて音量び変わります。 

(快適音量） 

ON 

音ちれや耳への圧迫感軽減のため、一定政上に音量び上び0ません。 

TIMER 

♦ OFF 

タイマーは勸さません。 


ON 

1〜99 min リモコンの VOL + /- つまみを回すたびに5 

分ごと、回しつづけると1分ごとに時間を設定 
でさまず。 

お買い上げ時の設定は nominj です。 

AUDIO OUT 1) 

• HEADPHONE 

付属のへッドホンをつないでいるときに選びまず。 


LINE OUT 

アクティブスピーカーなどの他機を音声コードで接続しているとき 
に選びます（が33ページ)。 

BEEP 

♦ ON 

操作時の確認音（ピッなど）び鳴ります。 


OFF 

確認音は鳴 D ません。 

SEAMLESS 1 ; が 

♦ OFF 

巧間をそのまま再生しまず。 


ON 

巧間を空けずに、つながっているよラに再生します。 

POWER SAVE 

• OFF 

U モコン表示窓のバックライトは操作直後約10秒間点灯し、その禮 

(1」 モコンのバックラ 


消えます。本体の OPR ランプは点灯したままです。 

イト/本体 OPR ラン 
プの点な設定） 1) 

1 

操作をしてち、 U モコン、本体とちに点なしません。 

2 

操作をしてち、 U モコン、本体とちに点灯しません。さらに、 


「EQUALIZER」 設定と 「CLEARBASS」 設定は無効になります。 


次のぺージにつづく 一^ 
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項目 

設定内容（♦:お買い上げ時の設定） 


PLAY ORDER 1) 

TRACK 

• NORMAL 

書を込み順に再生します。 



IDStagTNO 

ID3 タグのま号順に再生します。 



FILE NAME 

ファイル名順に再生します。 


GROUP 

• OFF 

書さ込み順に再生します。 



ON 

グループ名順に再生します。 

DIRECTION 

• NORMAL 

通常の方向に表示されます。 


REVERSE 

表お方向を逆転させます。 「EAUAUZER」 の 「CUSTOM」 項目の 
設定時や File View などの検索時に、 U モコンの VOL つまみの +/ — 
の働さび逆になりまず。 

CD-EXTRA 1) 日） 

• OFF 

通常使巧時の設定です。 


ON 

CD-EXTRA び正し<再生でさない屬合、再生でさることびあ0ま 
す。 

ANIMATION 

• OFF 

操作をしていないと定は通常の再生画面び表示されまず。 


ON 

操作をしていないとをは、アニメーシヨン表示に変わります。 


1) 停止中にのみ設定でをます。 

2) G - PROTECTION の略でず。停止,のみ設定できます。 

3) Automatic Volume Limiter System の略です。 

4) ATRAC CD のみ設定できます。 

5) 音楽 CD と CD - Extra のみ設定できます。 


ごを貢 


• に- PRO 」 をに」に設定していても、なのような場合、音び飛ぶことびあります。 

-強い衝撃び連続的に与えられたとを 
-傷やちれのある CD のとき 

- CD - R / CD - RW ： 品質や、記録に使用したレコーダーの状態に問題びあるとき 
•「 SEAMLESS 」 を rONJ に設定していても、ソースの録音巧態によっては巧びつなびらないときびあり 
まず。 
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他の機器に接続ずる 

他のステレオ機器に接続して CD を聞いた 
り、本機で再生した巧を MD やテープに録 
音でさます。接続する機器の取扱説明書ち 
含わせてご覧 < ださい。 

接続する機器の電源を必ず切ってから、似 
下のよラに接続、設定して<ださい。 



接続した機器に音声び出力されるよラに、 
「 OPTION 」 メこユーで 「AUDIO OUT 」 
の設定を必ず変更してください 。 「AUDIO 
OUT 」 の設定は次のとおりです。設定方法 
は、煩*30、31ぺージをご覧ください。 


接続機器* 

設定 

へツドホン 

HEADPHONE 

接続コードで接続した磯器 

LINE OUT 


他機に接続したとさは 、 「LINE OUT 」 に 

設定します 。 「LINE OUT 」 に設定すると、 

音量調節と、音質設定機能は働をません。 

* 光デジタルケープルで接続した機器は、設定を 
選ぶ必要はあ0ません。設定は自動的に切り替 
わります。 g 

生 

• CD を聞 < 前に、接続した機器の音量を下げて 
<ださい。音びひずんだり、思わ惦大音量び出 
てスピーカーび破損するおそれびあります。 

• 録音するときは、 AC パワーアダプターを使っ 
てください。充電池や乾電池では、録音途中で 
電池び消耗しきってしまラことびあります。 

• 本機のデジタル出力は SCMS (シ U アルコ 
ピーマネージメントシステム）に基づいて、デ 
ジタルーデジタルのコピーを1世代のみに制限 
しています。 

• ATRAC CD / MP 3 CD は、光デジタル出力され 
ません。作成した ATRAC CD / MP 3 CD を他 
のステレオ機器で録音または再生する場合は、 

アナ n グ接続コードをお使いください。 

• 光デジタルケープルの場合、ミニディスクが 
DAT などへの録音は、本機を一時停止してから 
巧ってください。 

• CD 本来の高音質で録音したいときには、 

「 OPTION 」 ニューでに- PRO 」 を「1」にし 
て < ださい。 
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その他 


巧障かな？とおった6 

サービス窓□にご相談になる前に、ちラ*!度 UTF の流れにしたがって、問題をチェックして 
<ださい。 

1「故障かな？と思ったら」の各頂目で調べる。 

2 「パーソナルオーデイオ-カスタマーヴポート」のホームページ 
http :// vvww . sony . co . jp / support - pa / で調べる。 

3手順1、2を確認しても問題び觸決しないとさは、お客様ご相談センター（煩*裏表紙）ま 
たはお買い上げ店に相談する。 


電源 


症状 

原因/姐置 

巧電でさない。 

-> 充電池び入っていない。充電池を入れる（が14ページ)。 

4充電スタンドの充電用端子びミちれている。充電用端子を乾いた柔らか 
い巧などで拭く（が37ぺージ)。 

-> CD を再生している。再生を止める（坂2日ぺージ)。 

充電スタンドに本体を正しく置いていない。本体の端子と充電スタン 
ドの端子をしっかり合わせて置さ、 0 PR ランプび点むするのを確認す 
る（祗14ぺージ)。 

音青 

症が 

原因/処置 

リモコンの V 0 L + /- つ 
まみを+測に回し続けて 
ち（本体では、 V 0 L + ボ 
タンを巧し続けてち）音 
量びかさずざる。 

-> r/WLS」 び rON 」 になっている。 「 OFF 」 にする（原31ベージ)。 

->「AUDIO OUT 」 び 「LINE OUT 」 になっている。 「 HEADPHONE 」 に 
する（磨31ぺージ)。 

音び出ない。雑音び聞こ 
スる。 

ヘッドホンのプラグをしっかり差し込む。 

へッドホンのプラグの先び巧れている。乾いた柔らかい巧で拭<。 

音量を調節でさない。 

「AUDIO OUT 」 び 「LINE OUT 」 になっている。接続した機器側で音 
量を調節する。または 「 AUDIO 日 UT 」 を 「 HEADPHONE 」 にする（职 
31ベージ)。 

CD のずれる音びずる。 

-> 電池ぶたをしっかり閉める（原14ページ)。 

接続したステレオ機器で、 
音びひずんだり雑音び聞 
こえる。 

「AUDIO OUT 」 び 「LINE OUT 」 になっている。接続した機器側で音 
量を調節する（吸31ページ)。 

->「AUDIO OUT 」 び 「 HEADPHONE 」 になっている。本体で音量を調 
節する（が31ページ)。 

音質の設定びでさない 

->「POWER SAVE 」 びに」になっている（麻31ベージ)。 
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操作/再を 


症が 

原因/処置 

再生時間が短い。再生で 
さない。 

-> マンガン乾電池を使用している。アルカ U 乾電池を使う。 

-> 新しい単3あ CLR 6) アルカリ乾電泡と交換する（煩'16ベージ)。 

-> 充電弛のときは、何回か充電と放電（本体に入れて再生）を繰り返す 
(吸1日ぺージ)。 

曲び再をされない。 

本機で再生可能なフォーマットじ(外のファイルを再生しよラとした 
(吸9ぺージ)。 

->「 OPTION 」 メニューの中の rCD - EXTRAj の設定を変更する。再生で 
きる攝をびあります（が32ページ)。 

FLo Batt」 が表示され、ち 
生び始まらない。 

-> 充電弛び消耗している。充電する（承14ページ)。 

-> 乾電油び消耗している。新しい単3形 ( LR 6) アルカリ乾電油と交換す 
る(吸16ぺージ）。 

mi DC inj び表示され 

-> 定格を超えた AC パワーアダプターを使用している。 AC パワーアダ 
プターは付属のもの、カーバッテリーコー问ま、「別売りアクセサリー」 
に記載されているものを使う（が38ぺージ)。 

再をが始まらない。また 
は、 CD を入れても 「No 
Disc」 び表示される。 

-> CD び巧れているとさは、 CD をクリーニングする。 CD に大さな傷び 
あるときは、 CD を交換する。 

CD のラベル面を上にして入れる（が19ぺージ)。 

-> 結露している。 CD を取り出して、そのまま数時間置く。 

-> 電弛ぶたをしっかり閉める（货14ページ)。 

-> 充電池または乾電池を正しく入れる （@ M 4、 16ページ)。 

-> 冉 C パワーアダプターをコンセントにしっかり差し込む（吸17ぺ一 
ジ)。 

-> 冉 C パワーアダプターを接続してけふ似上たってから、 wi ボタンを押 
す。 

-> CD - R / CD - RW に何も記録されていない。 

-> CD - R / CD - RW は、ディスクや記録に使用したレコーダーの状態に 
よって再生できない場合びある。 

ボタンを押ずと本化の 
OPR ランプが点滅し、再 
をび始まらない。 

-> HOLD (誤操作防止状態）になっている。 HOLD スイッチを矢印とお 
対の方向にスライドさせ、 HOLD を解除するページ)。 

止めたところから再生び 
始まる（リジューム機 
能)。 

-> U ジューム機能び働いている。1曲目か6再生を始めるには、停止中に 
►II ボタンを再生が始まるまで押したままにする（が20ページ)。また 
は本体のふたを開ける。あるいはすべての電源をはずして、接続し直 
す。 

ATRAC CD または MP3 
CD の再ま中に、 CD が回 
おしないび再をは正常に 
聞こえる。 

本機は ATRAC CD と MP 3 CD の再生中は電力消費を減らすために 
CD の回転を止めるよラに設計されているため、故障ではありません。 


そ 

の 

他 


夕のぺ ージに つづく =1^ 
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症状 

原因/姐置 

►II ボタンを巧した後や本 
体のふたを閉めたときに、 
「No File 」 び表示される。 

-> CD - R / CD - RW に ATRAC 3 plus / MP 3 ファイルが含まれていない。 

CD - R / CD - RW に何も記録されていない。 

-> CD び巧れている。 

液晶表示び見えにくい。 
表示の変わりかたがゆっ 
くりになる。 

温度び高いところ （4 日む政上）やほいところめでな下）で使用してい 
る。萬温になれば、元に戻る。 

リモコンの「イ^」び速く 
点滅して、曲の頭出しや 
サーチびでさない。 

-> ブックマーク再生準備モードに入っている 。 PLAY MODE 設定を通 
常再生（表示なし）にする（が24ページ)。 

ブック マーク 再まを選ん 
でいないのに少（ブック 
マー ク）び点減ずる。 

4ブックマーク再生政外の再生ち法を選んだ場合は /( プックマーク） 

び点滅します。 

突然、再生び止まった。 

-> タイマーび設定されている。 「 TIMER 」 を rOFFj にする（吸31ぺ一 
ジ)。 

4充電池または乾電池び消耗した。充電池は充電し（嚴14ページ)、乾電 
池は新しい単3形 ( LR 6) アルカ U 乾電池と交換する（承1目べージ)。 

操作びでさな<なり、 U モ 
コンに8巧の英字または 
数字び表示される。 

ディスクによって起きる場含びあります。電池と AC パワーアダプ 
夕一をはずし、再度装着してか6操作してください。再び、8巧の巧字 
または数字び表示される場合は、お客様ご相談センターにご相談くだ 
さし、。 

その他 

症状 

原因/姐置 

光デジタルケーブルを接 
続して録音中に、®番び正 
しく付かない。 

-> S ニディスクレコーダー、 DAT レコーダーなどで、ちラ1度、曲番を付 
け直す。 

4録音機器の取扳説明書を見る。本体で音量を調節する。 

本体のふたを閉めると 
ディスクび回転する。 

-> ディスクの情報を読んでいるためで、故障ではありません。 

リモコンで正常な操作び 
でさない。 

-> 本体の操作ボタンび誤って押されたままになっている。 

U モコンびしっかり接続されていない。 
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お手入れ 

キャビネットの巧れは 

柔らかい巧で乾ぶをします。汚れびひどい 
とさは、うすい中性洗剤溶液をしめらせた 
巧でふいてください。シンナー、ベンジン、 
アルコール などは表面の仕上げをいため 
ますので使わないでください。 

巧電用端子の巧れは 

充電スタンドの充電用端子びミちれている 
と、充電でさなくなることびあります。定 
期的に図のよラに充電スタンドの充電巧 
端子を綿棒件柔らかい巧などでをれいに 
して < ださい。 


端子 



保 註書と アフター 
サービス 

巧註書 

• この製品には保証書げ添付されてし、ま 
すので、お買い上げの際お買い上げ店で 
お受け取 D < ださい。 

•所定事項の記入および記載内容をお確 
かめのラえ、大切に保存してくださし、。 

•保証期間は、お買い上げ日より1年間で 
す。 

アフターサービス 

調子び悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお謂べ<だ 
さし、。 

それでら具合び悪いとさはヴービスへ 

お客様ご相談センターまたはお買い上げ店、添付 
の「ソニーご相談窓□のご案内」にあるお近くの 
ソニーサービス窓□にご相談ください。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただ 
をます。詳しくは保証書をご覧ください。 

保話期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望に 
より有料修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社では、ポータブル CD プレーヤーの補修用性 
能部品（製品の機能を維持するために必要な部 
品）を、製造巧ち切り媛8年間保有しています。 
この部品保有期間を修理可能の期間とさせてい 
ただをます。保有期間び経過した後を、故障箇所 
によっては修理可能の場合びありますので、お客 
様ご相談センターまたはお買い上げ店、ソニー 
サービス窓□にご相談ください。 


その他 
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主な仕様 

型式 

コンパクトディスクデジタルオーディオシステム 

復号化 （ D / A ) 

1 bit クォーツ時間軸制御 

周波数特性* 

20 Hz - 20 000 Hz + J , dB (LINE OUT ) 

出力端モ（電源電圧 3 V 時） 

• ライン出力（ステレオミニジャック ） 1個 
最大出カレベル日. 7\/「 ms (47 kn ) 

推契負荷インピーダンス 10 kQ 政上 
•ヘッドホン出力（ステレオミニジャック ） 1個 
最大出カレベル日 mW + 日 mW 
(J 曰 TA /16 Q ) 

推契負荷インピーダンス160 
•光デジタル出力（光ミニジャック ） 1個 
最大出カレベル ー21 —15 dBm 
発光波長630〜690 nm 

* 電子情報技術産業協を （ J 曰 TA ) の規格による測 
定値です。 

電源 

• 充電式ニッケル水素電池 NH -14 WM 
1本（付属）； DC 1.2 VX 1 
• 単3形 （ LR 目）アルカ U 乾電池1本（別売り）： 
DC 1.曰 V X 1 

• が部電源ジャック：定格 DC 3 V 
AC パワーアダプター（付属）を接続して AC 
1日日 V 〜240 V 電源か5使用可能 

動作温度 

己ご〜3己で 

本体寸法（幅 X 高さ X 奥行を） 

約131.己 X 17.1 X 135.2 mm 
突起部含まず、奥行さは傾斜部含まず 

最大がお寸法（幅 X 高さ X 奥行を） （ JEITA づ 
約131.已 X 17.8 X 13己.日 mm 

質量 

本体：約16己 g 

約192 g (充電式電池を含む）り曰 TA つ 

* 電子情報技術産業協を （ J 曰 TA ) の測定ちまに基 
づいています。 

本機の仕様および外観は、改良のたゆ予告な<変 
要することびありますび、ご了承くださし)。 


別売りアクセサリー 


アクティブスピーカー 

SRS - Z 30 

SRS - Z 510 

へッドホン 

MDR - E 931 SP 

MDR - EX 71 SL 

MDR - G 64 SL 

MDR - G 74 SL 

充電式電池 

NH -14 WM 

接続コード 

RK - G 129 

RK - G 136 

カーバッテ I 」ーコード 

DCC - E 84 

カーコネクティングパック 

CPA -8 

カーバッテ I 」ーコード付さ 
カーコネクティングパック 

CPA -84 U 

光デジタルケーブル 

P 0 C -5 巨 

POC -10 巨 

P 0 C -15 巨 

P 0 C -5 AB 

POC -10 AB 

P 0 C -15 AB 

POC -20 AP 


製造年は本体の;をたの内側に表示されています。 

CE マークは、それび法的に強制されている国一 
主として EE 冉 （欧州経済地域） に加盟している国 
一での み有効です。 

本磯はドルビーラボラト U —ズの米国及び外国特 
許に基づく許諾製品です。 

本機は Fraunhofer I IS 及び Thomson の MPEG 
Layer -3 才ーディオコーデイング技術と特許に基 
づ< 許諾製品です。 
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索引 


五十音順 


頭出し 20 

-時停止 20 

1曲再生 24 

イント n 再を 24 

オートランキング再生 24 

オートランクシャッフル再生 24 

キャ I 」ンヴポーチ 11 

グループ 1日 

グループ再を 24 

グループシャッフル再生 24 

再生 20 

シャッフル再を 24 

充電式電池（充電池）11、14 

充電スタンド 11、14、37 

外付け乾電池ケース 11、16 

通萬再生 24 

停止 20 

電池の使巧可能時間 17 

電池ぶた 14 

バッテ U -キャリングケース 11 

ブックマーク 2已 

ブックマーク再生 24 

フ n グラム 26 

フ n グラム再を 24 

別売りアクセヴリー 38 

ヘッドホン 11 

リピート再を 26 

リモコン 11 

リモコンクリップ 11 

リモコン表示窓 22 


アルファベット順 


ACTIVE 29 
AC パワーアダプター 11 
ANIMATION 32 
ATRACSplus 9 
ATRAC CD 9 
AUDIO OUT 31、 33 
AVLS 31 
BEEP 31 
CD-DA 9 
CD-EXTRA 32 
CD-Extra 9 

CD-ROM ( SonicStage )11 


CD-TEXT 22 
CLEAR 目 ASS 27、 29 
CUSTOM 27、 29 
DIRECTION 32 
EQUALIZER 27、 29 
G-PRO 31 
GROUP 32 
HEADPHONE 31 
HEAVY 29 
HOLD 機能 21 
ID 3 タグ 22 
INTRO 24 
LANGUAGE 31 
LINE OUT 31、 33 
List View 21 

m 3 u プレイ U スト再生 24、 2 日 

MENU 31 

Mix Mode CD 9 

MP 3 CD 9 

OPTION 31 

PLAY MODE 23 

PLAY ORDER 32 

POWER SAVE 31 

SEAMLESS 31 

SOFT 29 

SonicStage 8 

TEXT 31 

TIMER 31 

TRACK 32 


表示-記号 


( 電池残量） 14. 16 
'^ 3 ' (ディスク）19 
1 24 

a 日日 24 
a 日日 SHUF 24 
PGM 24、26 
SHUF 24 
己（グルーフ） 24 
^ (ブックマーク） 24、2己 
岛（プレイリスト） 24、2日 
ci ： ( U ピート再生） 26 


その他 


39 



